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前回審議会中の御意見・御質問に対する回答 

 

① 全体  発言者  

質問 

意見 

基本目標について、市として2030年までに優先しなければならないところを一番最初にもって

くるべき。今回の場合だと、脱炭素に関する取組が一番ではないか。 

回答 

〔環境政策課〕 
〇 市としても、第３次八戸市環境基本計画における重点項目は、脱炭素に関する施策と考えてお
りますが、同時期に策定する第２次八戸市地球温暖化対策実行計画 区域施策編と併せて取組を
検討していきたいと考えております。基本目標の掲載順（構成）については、目指す環境像「人
と自然が共生する持続可能な都市 八戸  ～環境・社会・経済のバランスがとれたグリーン社
会の実現～」からすると、現案のとおりとすることも一つと考えておりますが、鈴木会長から御
意見のありました重点施策の整理と併せて検討して参ります。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

②  効果指標について 発言者  

質問 

意見 

市の事務事業から排出されるCO2排出量を減らすことを考えた場合、効果指標としての「市民１

人あたり年間平均市営バス利用回数」を増やすべきなのか。バス運行に際して排出されるCO2排出

量を計算し、バスの水素化や小型化など効果的な手法を探るべきである。 

地球温暖化対策実行計画 区域施策編において想定される、廃棄物部門のCO2排出量の削減目標

を考慮すると、環境基本計画の効果指標「１人１日あたりの家庭系ごみ排出量（資源物を除く）」

「１人１日あたりの最終処分量」「リサイクル率」の目標値では足りないのではないか。 

回答 

〔環境政策課〕 
〇 委員への回答でも触れましたが、各効果指標について再整理したいと考えており、区域施策編
における目標と併せて検討して参ります。 
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③ 全体  発言者  

質問 

意見 

 15年ほど連合町内会業務に携わっているが、環境基本計画の取組内容について聞いたことがな

い。環境基本計画の内容・項目についてどの程度周知されているのか。前計画をどのくらい達成

したから次の計画に進むのかがわからない。 

回答 

〔環境政策課〕 
〇 委員への回答でも触れましたが、目指す環境像や＜市民の行動指針＞について、概要版の作成
も含め、より効果的な市民への情報発信に努めて参ります。 

〇 なお、環境基本計画に掲載する指針は幅広いため、自治会や町内会を通して啓発していくべき
ものであるかどうか整理してみたいと考えております。 

〇 また、会長への回答でも触れましたが、第２次八戸市環境基本計画における目標達成度や課題
分析等の記載についても検討して参ります。 

 

 


